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上研究の目的

近世初頭，わが国では世界的にも、注目された金銀の生産量を誇る各鉱山が開発され，

幕藩制国家の成立はそれちの富の蓄積のうえになされたといってもよかろう。したがっ

て幕藩領主権力は， このような金銀鉱山の掌握につとめたが，当該鉱山の開発と技術

の発達は，中世から近世への社会変革に多大の影響岳写えた。

また鎖国体制下でもわが国の銅鉛は世界的にも有数の生産量を誇り，議外貿易にも

鏑は決済手段として重要な地位を占めていた。このように金・銀・銅・室長の非鉄金罵

を生産する近皆鉱山の研究は，近世田家の特質を考察するうえでまことに重要な意義

をもつものであると同時に，鉱山の開発や技術の発達の視点から，本研究は近世の非

鉄金属拡山を多面的に研究しようという目的をもつものでるる。

II.研究の経過

研究許画に基づき，下記のような経過で研究を実践した。

1.基本資料の~文集

①鉱山l日記類のi収集:

日本鉱業史料集刊行委員会から刊行されている F日本鉱業史料集Jの，第 1，....，14 

期にわたる国内の主要な近世拡山0)1日記類を購入した。佐渡・生野・問仁・思去

沢・院内・大森・建太・多田など，本研究のテー?に関係する近世鉱山のi日記類

の収集は，刊行物に関しては終了した。

②北日本の正保国絵閣の収集:

出羽一国絵関〈秋田県公文書館巌)

陸興埠軽郡之絵図(欝森県立郷土館蔵〉

南部領内絵図〈盛問中央公民館議)

上記の正探国絵図を，撮影するか，ネガフィ lレムからプリントした。これによ
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ち器絵図に描かれている初期鉱山の実態把握が可能になった。

③青森県史編さん室り収集絵図，な与びに早稲田大学教育学部教授佐々木研究室に

保管されている鉱山研究会が収集した，鉱山関孫の隣風絵，絵国類の， I日記類の

写真を器用してプリントした。さらにフィルムスキャナーでコンゼュータに政ち

込み，画像の解析を容易にし

2. 7ィールドワークの実捷

17世紀北出本で最大の金山であった陸奥出鹿角の白根金山， 18世紀北日本で最大の

銅山であった陸奥田鹿角の尾去沢銅山の現地踏査を実施した。

3.近世鉱山関保資料の収集

①盛間中央公民館所蔵の f盛関藩雑書Jかふ 17---18世紀にかけての盛澗藩領再の

鉱山関係資料をと抽出した。約5.000件延どの鉱山関係記事を収集した。

会近世の石見国大義銀山で用いられていた鉱山用語を集めた「山首葉Jなど，大森

銀山関係資料をコピーで収集した。

臨.研究の成果

本研究では，下記のような成果を得ることができた。

(1) 鉱山自記類のなかでも，窪奥国風太鉱山の f山機録」や「弘前議庁日記」など

の分析を基次の論文を発表した。長谷JI¥或ー「陸奥田尾太鉱出に関する一知見J

品本震史」第600号， 1998年6月)。

(2) 北日本の正課国絵図を収集することで，当時のわが国でも有数の非鉄金属の鉱

w地帯であった，北日本の鉱由群の分布，鉱山む稼行状況，鉱山町の記章などが判明
した。さ告に国絵図に描かれる鉱山の独特の景観，鉱山後取り巻く環境(道路や河川

などの整錆，現在でいえばインフラの状況〉も総合的に把擁することができ

拐秋田県加護山精錬所の「加護山鉱山全図井製鉱之~J ，岩手県金沢鉱山の「金

沢御山盛之国J，秋田県尾去沢鉱山の下尾去沢銅山顕罪嵐」の絵画資料を収集したこ

とにより，当時の鉱山 鉱山社会のあち方，鉱山で働き生活する民衆の姿が総

に把握され，特iこ鉱出における女性や子どもの労働，遊びtJど従来の研究で法見

過ごされてきた人々の歴史的な位護づサを試みることが可能となった。そこで，鉱山

における女性労動と子どもについて，次のよう

【鉱山絵語のなかの女性労欝と子ども〕

しを述べることにしたL、。

近年，女性史の研究が謹行をみせており，なかでも女性史総合研究会編 ra本女
性史J(東京大学出張会， 1982年)や再縞 f日本女性生活史J(東京大学出張会， 19 
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90年)，近年では大口勇次郎 f女性のいる近世jC致草書房， 1995年)においては，

近世の女性について多角的に論じられている。女性の労鶴についても町場の下女奉

公や農作業のるり方などか弘言及がみられるものの，対象とした労畿はあくまで

も町場と農村女性のそれである。鉱山労欝についてはほとんどみかけないのが現状

である。こりたびの研究成果のー壊として，鉱山社会における女性労働の状況につ

いて簡単に触れてみたし」

「金沢徳出蓮之図JC岩手巣立博物館蔵)によれば，当然のように鉱山の坑内に

は握子たちの労働の姿が数多く描かれている。しかし採鉱や排水，坑内の採石の運

搬，坑道の開制など，坑内作業には女性が描かれた形跡がないo r尾去沢銅山関昇
嵐JC個人蔵〉や「金沢御山盛之図jによれば，女性たちは坑外で砕石，選鉱，製

錬の作業iこ従事していたようであるo r加護山鉱山全図井製鉱之菌Jcr町史資料
加護山製練所j秋田県二つ井町， 1995年)によれば，砕石と選鉱には男性の姿がな

く， この作業は主として女性の受け持ちとされていたと考えられるor金沢徳山議
之国Jでもほぼ時様である O

製錬iこ関しては， r加護山鉱山全国井製鉱之関J，こよれば，期蛮吹の床〈金蝿を
溶かす炉)を撞いたか所でふいごを押す作業を女性が担当しており，嬉解し金属に

する約熱の製錬作業自捧を行う現場には男性が描かれており女性の盗はない。これ

は体力や危験性を考慮してのことで，女性の労欝ではなかったようである。

理知のように鉱出労動は総じて過酷でるり，それに従事する人々には強靭な体力

が必要とされたO しかし分業の過裂では，坑内作業は男性が，坑外治時石，選鉱作

泣女性が，製錬作業でもふいご押しなど床の外部の作業比女性が受け持つとい

う分業体棋が形成されていたといえよう O 以上のような労備の分担のあり方は，文

献資料ではほとんどみかけることがなく，鉱山の解愚絵や鉱山絵巻・拡UJ絵麗など

によって判明したことであり， ピジュアノレな資料から鉱山社会のあり方，鉱出労畿

の分業体制のー培が明確になったものと考える。

なおは5護山鉱山全密井製鉱之凶Jに措かれている作業中の女性たちのなかには，

もろ肌脱ぎの女性が何人かおり，かなり肉感的に描写していることも特徴であろうO

秋田龍冨の画風の影響を受けているので誌ないかともいわれている。また南蛮吹き
ゅりもの

で出た津を若自で細かく砕き汰物にする作業場でiえ小さい子どもが母親とおぼし

き女性の周りで英躍を敷いて遊んでおち，もうひとりの女註は作業安中断して鵠を

はだけ乳援を出して子どもに授乳しようとしているようにみえる O

さらに比重選誌を行う飛場の閣では，子どもが作業中の女性に話しかけており，

このように危険の少ない作業場には母親に連れ添った子どもが自由に出入りでき，

後らの遊び場でもあったようである。 r是去沢銅山臨界最jには，母親の水設みを
手伝う子どもが描かれているが，いずれにしても子どもたちが鉱出労働に使役され
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ている姿は確認できなかった。また子どもは男女を関わず例外なく赤い蕃物ないし

詰腹巻き，チャンチャンコなどを着ている点が特徴であり，ひときわ目立つ存主で、

ある。制作者が絵画全体のなかで，子どもを際だたせようとしているのではないか

とも思われるが，その翠由や意図については他に研究が見当たちず判然としない。

N.今後の課題

当初の研究計躍に盛り込んだ史資料の収集作業は，関係機関や各位の厚いご協力を

得て，柊了した。

今様，収集した膨大な史資料の整理と分析をいかに効率的に実施するかが問題であ

り，具体的には，次のような課題が挙げられようO

①フイノレムスキャナ…でコンピュ…タに取り込んだ，各鉱山の絵国類，旧記類に収

められている作業図，景観~，扉嵐絵の詰かの注目される閣の写真意弘ヂータ

ベースfとする。

②正保の国絵~に描かれている鉱山景観，鉱山町，稼行中の鉱山，鉱山をめぐるイ

ンフうなど，国絵図かち北日本における非鉄金属鉱山む状況を総合的に把握するO

@i盛岡藩雑書jの鉱山関係記事を中急に整理してデータベース化し， 17--18世紀

にかけてむ盛時議の鉱山政策の特賞を総合的に担握する。さらに当時の秋田藷，

弘前藩，鶴間務，山形藩，米沢藩，由利郡内め諸藩の領内拡山についても，所在

と分布を確実に把握する。
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